
令
和
４
年
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６
５
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０
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２
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喜
界
高
校
（
福
元
幸
一
郎
校
長
）

は
３
月
１
日
、
同
校
体
育
館
に
お
い

て
第
72
回
卒
業
式
を
挙
行
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
普
通

科
を
代
表
し
て
今
井
有
夏
さ
ん
、
商

業
科
代
表
の
村
田
健
太
朗
さ
ん
へ
卒

業
証
書
を
授
与
。

　

そ
の
後
、福
元
校
長
が
式
辞
で「
卒

業
と
は
人
生
の
旅
立
ち
で
あ
り
、
一

つ
の
転
機
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。〝
人

間
は
考
え
る
葦
〝。考
え
る
力
、知
性
、

理
性
を
持
つ
。
人
間
が
そ
れ
ら
を
持

ち
、
追
求
す
る
心
を
無
く
さ
な
い
限

り
、
未
来
は
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
時

代
に
な
る
。
地
球
の
全
人
口
は
77
億

人
を
超
え
る
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
中

の
有
限
で
貴
重
な
唯
一
の
存
在
。
そ

の
貴
重
な
一
度
の
人
生
を
大
切
に
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
本
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
今
後
も

真
摯
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
自
ら
高

め
る
と
共
に
伝
統
を
継
承
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
激
励
し
た
。

　

在
校
生
代
表
送
辞
と
し
て
2
年
普

通
科
の
槇
悠
太
さ
ん
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
い
つ

も
通
り
の
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
先

輩
方
は
最
高
学
年
と
し
て
、
私
た
ち

を
導
い
て
く
れ
た
。
先
輩
方
が
積
み

重
ね
て
こ
ら
れ
た
〝
自
主
自
立
・
開

拓
創
造
・
公
徳
奉
仕
〝
の
校
訓
を
体

現
し
た
姿
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
伝
統
を
積
み
重
ね
て
い
く
。」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
答
辞
で
若
松
す
み

れ
さ
ん
が
、「
卒
業
を
目
の
前
に
し

て
私
た
ち
の
胸
に
は
新
天
地
へ
の
期

待
と
、
家
族
や
仲
間
と
離
れ
る
不
安

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
満
ち
溢
れ

て
い
る
。
1
年
・
2
年
生
時
は
先
輩

に
憧
れ
な
が
ら
、
そ
の
姿
を
が
む

し
ゃ
ら
に
追
い
か
け
た
。
3
年
生
に

な
っ
た
今
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
戸

惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
先
生
方
や

保
護
者
、
島
民
の
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
素
晴
ら
し
い
1
年
を
送
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
生
方
は
自
分
た
ち
で

も
気
付
け
な
か
っ
た
可
能
性
も
引
き

出
し
て
く
れ
て
、
未
来
を
明
る
く
照

ら
し
て
く
れ
た
。
喜
界
高
校
に
入
学

し
て
そ
ん
な
先
生
方
に
出
会
い
、
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
う
。
ま
た
、
私
た
ち
が
今

日
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
保
護

者
の
お
か
げ
。
私
た
ち
を
社
会
に
送

り
出
す
の
は
不
安
が
あ
る
か
と
思
う

が
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
〝
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
〝と
送
り
出
し
、帰
っ

て
き
た
ら
〝
お
帰
り
〝
と
お
い
し
い

料
理
で
迎
え
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
迷
惑
を
か
け
る
と
思
う

が
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
、
安
心
で

き
る
よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
親
孝
行

す
る
。」
と
返
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
、
卒
業
生
退
場
の
後
、

式
は
終
了
し
、
そ
の
後
は
教
室
に

戻
っ
て
卒
業
証
書
を
担
任
が
一
人
ひ

と
り
に
手
渡
し
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
普
通
科
14

名
、
商
業
科
23
名
の
計
37
名
で
、
卒

業
生
総
数
は
８
，
５
１
２
名
と
な
る

（
物
故
者
含
む
）。

答辞を述べる若松すみれさん 商業科代表の村田健太朗さん

37人へ
　卒業証書授与
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ミニ　卒業アルバムミニ　卒業アルバム
写真は卒業アルバム委員から提供
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Topics i n KIKAIJIMA

おいしいカボチャ作ったよ

喜界小 4 年生がカボチャ収穫体験

喜界小学校 4 年生が 2 月 2 日、営農支援センターでカ

ボチャの収穫を体験した。

　喜界小では、総合的な学習の時間において植物の栽培や農

業について学んでおり、4 年生は喜界島で栽培が増えてきて

いるカボチャについて学んでいる。

　当日は昨年 10 月に児童自らが種まきを行ったものを収穫

し、その後、それぞれ文字を彫るなどしてオリジナルのカボ

チャ作りを体験した。

　本町ではカボチャを町の重点品目野菜に位置付けて栽培の

推進を行っている。農業に関する問い合わせは、農業振興課

（☎ 65-3689）もしくは営農支援センター（☎ 65-0692）へ。

自転車でシマめぐり♪

ｅ- サイクルを使って試験的にエコツアー

企画観光課ではエコツアーで使用するｅ－サイクル（電

動アシスト自転車）等を環境省が実施している事業

で購入しており、その自転車を使ったエコツアーを、２月

５日に百之台方面と荒木方面の２コースを試験的に行った。

　エコツアーとは、自然や歴史、文化など地域固有の資源

を活かした観光を成立させつつも、観光によってその資源

が損なわれることが無いように保護、保全を図るというエ

コツーリズムの考え方に基づいて実施されるツアーのこと。

　当日は中央公民館を発着するコースを約３時間半、参加

者は認定を受けている４名のエコツアーガイドの説明を聞

きながら自転車で巡った。

　今後は、４月から本格的に e- サイクルを導入したエコ

ツアーを実施する予定で、ツアー申込みについてはパソコ

ンやスマートフォン

で「サンゴの島をめ

ぐる」において予約

が可能となる（サイ

トは４月１日から公

開開始）。

城久の坂もラクラク登れます♪

カ ゴ に 入 っ て い る こ の ヘ ル
メット、Bluetooth でつなげ
るとヘルメット同士で会話が
できるんです。
ﾅﾝﾄΣ（゜∀゜ﾉ）

セーフティチャレンジ交通安全コンテスト

喜界高校が団体優秀賞 ! !

２021「セーフティチャレンジ交通安全コンテスト」

において、喜界高校が団体優秀賞を受賞した。

　このコンテストは、県内のドライバーが同僚や友人ら

などとチームを組んで、定められた期間において無事

故、無違反を目指すもの。平成 9 年から実施されており、

県内一大の交通安全イベントとなっている。

　今回は昨年 6 月 1 日から 10 月 28 日までの 150 日

間が対象期間となっており、喜界高校からはバイク通学

生や教職員らで 8 チーム、40 名が参加していた。

　受賞理由として、喜界高校が他校に比べ特段に無事故、

無違反の達成率が高かったことが挙げられている。

写真は喜界幹部派出所提供
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地震・津波対策を考えよう
　最近、各地で地震が多発しています。地震が起こると同時に津波発生の可能性があります。
地震の発生は予測することができませんので、普段から事前の備えを行い、被害の拡大を
防ぎましょう。

問い合わせ先　役場総務課
　　　　　　　防災財産チーム　☎ 65-1111

避難について

津波がない場合の海面

遡
そじょうこう

上高
浸
しんすいしん

水深
（発表される）
津波の高さ

●津波情報に注意する
地震が発生したら、テレビやラジオ等を通して津波情

報を入手することが大切です。津波の到達時間が満潮時
に重なった場合は、発表値より高くなる場合もあります。

●安全な場所に避難する
　津波警報等が発令された場合や強い揺れを感じた場
合は、海岸沿いから速やかに高台へ避難しましょう。
　また、津波は第１波より第２波、第３波の方が高く
なることもあります。
　津波は繰り返し襲ってくるので、警報、注意報解除
までは気をゆるめないようにしましょう。

地震が起きて津波のおそれがある場合は、予想され
る津波の高さにより、「津波注意報」、「津波警報」、「大
津波警報」が津波予報区ごとに発表されます。
　なお、発表される「津波の高さ」は、海岸付近での
海面の高さのため、場所によってはこれよりも数倍高
くなることがあります。
　また、満潮時の大潮の時も注意が必要です。

津波警報が発表されたときは、まずは
安全な場所（高台等）に避難しましょう
　自分の身は自分で守る（自助）こと、集落内や隣
近所、親戚・知人など協力し合う（共助）ことが大
事です。

普段から避難の方法について考えましょう
　状況によって方法は異なります。発生時間や自宅

の場所などにより徒歩や車での避難が考えられます。

　車で緊急避難場所や高台へ避難する場合、道路

上に駐車する際は交通マナーを守り、渋滞等にな

らないよう気を付けましょう。

避難する際のお願い
　１月16 日にトンガ諸島の火山噴火に伴う津波にお
ける避難指示発令の際は、多くの車中避難がありまし
た。防災マップや町ホームページに非常用持ち出し品
についても掲載されていますので、確認しましょう。
※ 非常用持ち出し品は、ご自分で必要な物を決め、可

能であれば３日分を目安に準備をしましょう。
例… 寒さ対策：衣類・毛布等、簡易トイレ、非常食、

飲料水、懐中電灯、携帯ラジオ、携帯電話（予
備バッテリーも）など

Ｊアラートについて
　今回（令和 4 年 1 月 16 日）の津波警報時は、Ｊアラート機器修理中のため、動作しませんでした。今回

の事例を教訓に対応を図ってまいります。

　Ｊアラートは津波をはじめとする大規模災害や、武力攻撃事態が発生した際、国民保護のために必要な情

報を瞬時に防災行政無線を自動起動させ、サイレンや放送により住民へ緊急情報を伝達するシステムです。

　◎大津波警報、津波警報

　◎気象等の特別警報

　◎緊急地震速報（震度５以上）

　◎武力攻撃事態等

以上の警報等が発令された場合、
Ｊアラートが起動します。
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不法投棄は犯罪です！
　不法投棄が判明した場合、投棄物の撤去・適切な処理が命
じられるだけでなく、悪質な場合は警察に摘発され、「廃棄
物の処理及び清掃に関する法律」により、罰則（５年以下の
懲役もしくは１千万円（法人は３億円）以下の罰金またはこ
れらの併科）を受けることになります。
　不法投棄を発見したら、速やかに最寄りの警察署（65-
4309）か役場町民税務課（65-3687）へ連絡してください。

【不法投棄現場】
平家森・阿丸線

（長嶺へ向かう坂道の途中）

１． 大量に投棄された家庭ご
み（空き缶・ペットボトル・
野菜くず・お菓子の袋等）

２． 同じ場所に投げ込まれた
エアコンと室外機。

　洗濯機・乾燥機、冷蔵庫・
冷凍庫、エアコン、テレビは、
電気販売店へ処分を依頼して
下さい。

7　7　Kikai Public Relations 2022.3Kikai Public Relations 2022.3



☎

伊藤　天
たかはる

悠くん 梶原　龍
りゅうが

雅くん 松山　香
か す み

澄ちゃん 深水　望
み お な

緒奈ちゃん 盛崎　仁
に こ

心ちゃん 和田　美
み お

桜ちゃん

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

ひ
と
り
で
悩
ん
で

　
　
　
　
　

い
ま
せ
ん
か
？

　

誰
で
も
抱
え
る
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
、
な

か
な
か
人
に
は
言
い
づ
ら
い
、
知
ら

れ
た
く
な
い
と
一
人
で
悩
ん
で
、
抱

え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
気
分
が
落
ち
込
ん

だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
の
は

ご
く
自
然
な
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

つ
ら
い
気
持
ち
が
長
く
続
き
、
不
眠

や
体
調
ま
で
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

こ
こ
ろ
の
病
気
の
始
ま
り
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
こ
こ

ろ
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い

る
の
か
も
…
。

　

１
人
で
抱
え
な
い
で
、
ほ
ん
の
少

し
勇
気
を
だ
し
て
、
誰
か
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
相
談
窓
口
も
あ
り
ま

す
。

あ
な
た
の
周
り
の
大
切
な

　
　
　
　
　

人
を
守
る
た
め
に

　

「
い
つ
も
と
何
か
ち
が
う
」ち
ょ
っ

と
気
に
な
っ
た
ら
、
声
を
か
け
て
み

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
　

ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と

は
、
性
や
子
ど
も
を
産
む
こ
と
に
関

わ
る
す
べ
て
に
お
い
て
、
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
本
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
と

は
、
自
分
の
身
体
に
関
す
る
こ
と
を

自
分
自
身
で
決
め
ら
れ
る
権
利
の
こ

と
で
す
。
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

は
出
生
～
進
学
～
就
職
～
結
婚
～
妊

娠
～
出
産
～
子
育
て
～
等
、
多
岐
に

わ
た
り
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
変
化

の
中
で
自
身
の
健
康
は
疎
か
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
自
身

に
目
を
む
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
緩
和
の
た
め
に

自
宅
で
出
来
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
深
呼
吸
す
る

●
好
き
な
音
楽
を
聴
く

●
暖
か
い
飲
み
物
を
飲
む

●
香
り
を
楽
し
む

●
睡
眠
の
質
を
高
め
る

●
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る　

な
ど

　

自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法

を
行
い
、
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
健
康

で
明
る
く
充
実
し
た
日
々
が
過
ご
せ

る
と
い
い
で
す
。

ま
し
ょ
う
。「
元
気
が
な
い
け
ど
、

ど
う
し
た
の
？
」
心
配
す
る
気
持
ち

を
ま
ず
、
伝
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
命

を
支
え
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
最
初

に
で
き
る
こ
と
で
す
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、

話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

33
歳
児
歯
科
健
診
で
む
し
歯
無
し

歳
児
歯
科
健
診
で
む
し
歯
無
し

　
　
　
　

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

【
電
話
相
談
窓
口
】

◎
名
瀬
保
健
所

　

☎
５
７-

７
２
４
３

◎
役
場
保
健
福
祉
課

　

☎
６
５-

３
５
２
２

◎
喜
界
く
ら
し
・
し
ご
と

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
社
協
）

　

☎
５
８-
５
５
８
８

◎
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
１
２
０-
２
７
９-

３
３
８

【SNS での相談窓口検索】

　電話、メール、SNS など様々な

方法の相談窓口を紹介、悩みの内

容別の窓口も検索できます。

支援情報検索サイト

まもろうよこころ

女
性
の
健
康
週
間

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
３
月
１
日
か

ら
３
月
８
日
ま
で
を
「
女
性
の
健
康

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
社
会
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
女
性
が
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
た
め
に
総
合
的
に
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

8
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第
68
回
文
化
財
防
火
デ
ー
！

～
令
和
3
年
度
鹿
児
島
学
習

　
　
　
　
　

定
着
度
調
査
結
果
～

　

１
月
27
日
（
木
）
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て

文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
文
化
財
防

火
訓
練
は
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
為
、
全

国
で
年
１
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
チ
ー
ム
及

び
文
化
財
保
護
チ
ー
ム
の
職
員
、
喜
界
消
防
分

署
署
員
、
消
防
団
員
等
が
参
加
し
、
中
央
公
民

館
新
館
２
階
か
ら
出
火
し
た
想
定
で
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

喜
界
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
！

　

２
月
22
日
（
火
）、
喜
界
小
学
校
３
年
い
組

39
名
の
児
童
が
歴
史
民
俗
資
料
室
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
歴
史
民
俗
資
料
室
の
職
員
か

ら
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
、
か
つ
て
の
島
民
の

生
活
や
使
わ
れ
て
い
た
民
具
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
民
具
に
触
れ
て

使
っ
て
み
る
こ
と
で
、
昔
の
人
々
の
生
活
の
一

部
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
の
感
想
と
し
て
、「
昔
の
子
ど
も

達
は
自
分
で
遊
び

道
具
を
作
っ
て
い

て
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
」、「
昔

と
今
と
で
同
じ
道

具
で
も
形
が
違
っ

て
い
て
面
白
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
19
日
に
県
下
全
て
の
小
学
５
年

生
と
中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た
、
鹿
児

島
学
習
定
着
度
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
と
、

そ
れ
を
活
用
し
て
解
決
す
る
力
を
合
わ
せ
た
力

の
状
況
を
把
握
し
、
一
人
一
人
の
学
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

下
の
表
は
、
県
全
体
の
平
均
を
１
０
０
と
し

た
と
き
の
喜
界
町
の
子
ど
も
達
の
得
点
率
を
表

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
継
続
と
徹
底
」
を
合
い
言
葉
に

「
①
毎
時
間
の
授
業
改
善
」、「
②
良
問
へ
の
継

続
し
た
取
組
」「
③
個
別
指
導
の
徹
底
」
を
全

て
の
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
現
れ
て
い
る
教
科
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
が
見
ら
れ
る
と
子
ど
も
達
も
自
信
に
つ

な
が
り
、
更
に
が
ん
ば
ろ
う
と
し
ま
す
。
一
人

一
人
の
学
力
を
保
障
す
る
た
め
に
、
今
後
も
喜

界
町
の
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

R1 R2 R3

国 103 98 91

社 95 103 96

算 93 92 86

理 103 97 93

小学 5 年生の結果

1 年 2 年

R1 R2 R3 R1 R2 R3

国 98 95 88 104 100 103

社 86 74 84 87 82 95

数 88 89 96 81 75 98

理 86 92 93 83 84 96

英 96 92 75 83 93 90

中学生の結果

第
４
回
島
し
ょ
交
流
会　

２
月
26
日（
土
）

に
第
４
回
島
し
ょ

交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
交
流
会
で

は
、
喜
界
島
と
五

カ
国
（
ス
リ
ラ
ン

カ
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
）
を
オ
ン
ラ
イ

す
。
各
家
庭
に
お
い
て
も
、
学
習
習
慣
の
確
立

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ン
で
結
ん
で
、
英
語
を
中
心
に
、
学
校
や
家
庭

で
の
生
活
な
ど
の
「
自
分
た
ち
の
今
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
後
の
感
想
で
は
、「
国
際
交
流
で
大
切

な
こ
と
は
、
英
語
で
思
う
よ
う
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
単
語
を

使
う
こ
と
で
思
い
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
で
は
、
火
災
の
発
見
か
ら
消
防
署
へ
の

通
報
、
初
期
消
火
、
来
館
者
の
避
難
誘
導
を
行

い
、
通
報
を
受
け
た
消
防
分
署
署
員
と
消
防
団

員
が
消
火
活
動
と
重
要
文
化
財
の
搬
出
を
行
い

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
も
文
化
財
保
護
と

防
火
意
識
向
上
の
為
、
定
期
的
に
訓
練
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

1010
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が
予
想
さ
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
羽
織
、
袴

の
姿
こ
そ
城
久
の
八
幡
神
社
や
、
池
治
の
住

吉
神
社
へ
向
っ
て
新
し
い
年
の
祈
願
を
す
る

姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。（
原
文
ま
ま
掲
載
）

　

天
神
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
喜
界
町

に
は
二
か
所
あ
り
、
一
つ
は
湾
の
天

神
山
で
、
も
う
一
つ
は
志
戸
桶
の
天

神
港
で
す
。

　

い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
こ
と
は
神

社
が
建
立
さ
れ
、
菅
原
神
社
と
称
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
湾
の
天
神
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

湾
、
赤
連
の
商
店
街
の
屋
根
ご
し

に
湾
港
が
一
望
さ
れ
る
と
い
う
絶
好

の
展
望
所
と
も
な
っ
て
い
る
の
が
天

神
山
で
す
。
か
つ
て
は
十
数
本
の
松

の
古
木
が
立
ち
並
び
、
杉
の
木
が
は

う
真
の
自
然
公
園
で
し
た
。

　

戦
災
で
そ
の
姿
は
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
難
を
の
が
れ
た
タ
ブ
ノ

木
や
ア
カ
テ
ツ
が
、
そ
の
ま
ま
当
時

を
偲し

の

ば
せ
新
し
く
建
て
か
え
ら
れ
た

社
殿
に
は
高
千
穂
神
社
、菅
原
神
社
、

秋
葉
神
社
、
南
方
神
社
を
合
併
し
、

総
称
を
高
千
穂
神
社
、
菅
原
神
社
と

し
て
湾
、
赤
連
、
中
里
を
氏
子
地
域

と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

何
十
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
方
々

が
湾
小
学
校
を
訪
ね
て
は
必
ず
と

言
っ
て
、
こ
こ
に
た
た
ず
み
昔
を
偲

ぶ
姿
を
目
に
し
ま
す
。

　

高
千
穂
神
社
は
「
農
耕
、
家
内
円

満
、
国
造
り
の
神
」
と
し
て
菅
原
神

社
は
「
学
問
、
進
学
の
神
」
秋
葉
神

社
は
「
火
の
神
」
南
方
神
社
は
「
水

の
神
」と
し
て
奉
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
祭
も
旧
暦
の
八
月
二
十
五
日
九

月
十
九
日
の
二
回
行
わ
れ
て
い
た

が
、合
祀
後
は
九
月
十
九
日
に
合
祭
。

こ
れ
が
湾
、
赤
連
、
中
里
の
八
月
遊

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
神
山
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
湾

老
人
ク
ラ
ブ
の
手
に
よ
っ
て
清
掃
が

毎
月
二
回
行
わ
れ
境
内
も
見
違
え
る

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
殿
は
幸
貞
雄
氏
（
湾
）
が
神
主

と
し
て
、
す
べ
て
の
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、
除
夜
か
ら
元
旦
に
か

け
て
訪
れ
る
方
々
と
共
に
良
き
新
年

を
祈
願
し
て
「
歳
旦
祭
」
二
日
に
は

年
祝
等
で
参
拝
さ
れ
る
方
々
へ
の
算

賀
祭
、厄
除
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
も
う
で
客
も
年
々
多
く
な
り
今

年
は
千
六
百
人
、
来
年
は
千
八
百
人

～故
ふ る

きを温
た ず

ね

　　　新
あ た ら

しきを知
し

る～
　今回は広報きかい昭和 59 年 12 月号に掲載された「神社めぐり①　天神山　高千穂神社と菅原神社」を
再掲いたします。
　日本各地にたくさんの神社や寺があり、そこへ日頃から参拝であったり、年始の早朝から初詣に行く方
も多いと思います。そういうことでは日本人はかなりの信仰心があるようにも思えますが、日常生活を送
る中で、外国人のそれと比べて低いと思う感覚の方が日本人の大多数だと思います。節分やお盆、クリス
マスなども、“宗教”というよりは“生活の一部”というような感覚で楽しんでいる方のほうが多いですよね。
信仰心があるのかないのか分からない、不思議な国“日本”。
　日本古来の神道がありますが、聖徳太子が世に出る少し前に仏教が大陸から伝わり、それを取り入れる
かどうかの対立が起こり（“蘇我氏”や“物部氏”など聞いたことあると思います）、その後、「神仏習合」
がなされたといいます。そういった歴史があって今では“いいとこどり”が日本に根付いて生活の一部になっ
ているのかもしれません。
　そんな中、町内にも至る所にある“神社”を取り上げていた記事がありましたので掲載します。
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町からのおしらせ
Information from town 

保健福祉課からのおしらせ
「国民年金保険料学生納付特例の継続申

請手続き」について

●学生納付特例制度により、令和３年度の国民年金

保険料を納付猶予されている方へ

　４月初めに、日本年金機構からハガキ形式の学生

納付特例申請書が本人宛てに送付されます。引き続

き同一の学校に在学されている方は、このハガキに

必要事項を記入してポストに投函することで、令和

４年度の申請ができます（この場合、在学証明書ま

たは学生証コピーの添付は不要）。

※ 在学している学校に変更がある方は、在学証明書

原本または学生証コピーをご準備のうえ、住所地

のある年金窓口で新規申請をしてください。

※ 学生納付特例制度を利用せず保険料納付を希望す

る際は下記までご連絡ください。

町民税務課からのおしらせ
「離島割引カード更新」について

　離島割引カードの更新の際は、「６か月以内に撮

影した写真」をご用意下さい。証明写真は本人であ

ることを証明する為のものです。写真と見た目が違

うと証明写真とは言えなくなってしまいます。

【問い合わせ先】

　町民税務課

　　☎ 65-3687

【問い合わせ先】

　保健福祉課国民年金担当　☎ 65-3685

　奄美大島年金事務所　　　☎ 52-4341

鹿児島地方法務局からのお知らせ
　鹿児島地方法務局では、ご自身で登記申請手続をされる方のために、登記
申請に必要な書類や登記申請書の一般的な記載について説明する登記手続
案内を実施しています。
　この登記手続案内は、「予約制」となっていますので、利用される際は、
事前に電話等により予約をお願いします。
　また、案内は 1 回 20 分以内です。
　登記申請書の様式等は、鹿児島地方法務局ホームページに掲載しています
ので、手続案内を利用される場合は、あらかじめ様式を確認いただくと案内
がスムーズです。
　なお、ホームページは、https://houmukyoku.moj.go.jp/kagoshima/
をご覧ください。

■不動産登記申請手続きに関するご案内
　鹿児島地方法務局　奄美支局　　☎ 0997-52-0383
　案内日…火曜日と木曜日

■会社・法人登記申請手続に関するご案内
　鹿児島地方法務局　法人登記部門　　☎ 099-259-0636
　案内日…火曜日と木曜日
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～実質化された人・農地プランを更新しました～

旧湾小校区 旧阿伝小校区

高齢化や人口減少による後継者不足や現状の課題などを改善するためには
どうしたらいいかなどを農業者が話し合いに基づき、地域における農業にお
いて中心的な役割を果たすことが見込まれる農業者（中心経営体）、当該地域
における農業の在り方などを明確化し、市町村により公表されるものです。
　喜界町では、旧小学校区ごとに９つのプランを作成しており、令和２年度
に郡内市町村において、いち早く実質化された人・農地プランを作成しました。

実質化された人・農地プランとは？

　令和３年度においては、９つの旧小学校区毎に、農業者（中心経営体）・集
落区長・農業委員・関係団体において、話し合い活動を進めました。話し合
いでは、各品目毎の団地化に向けた農地の集約、農地バンクを活用した貸し
借りでの集積、機械化に向けた取組みなどたくさんの意見がでました。
　話し合い活動での意見集約を行い、見直し内容の検討をし、１月２５日に
実質化された人・農地プランの更新を行いました。
　来年度以降も、話し合い活動を進め、進捗を確認し、実質化された人・農
地プランの実現に向けた取組を進めていきます。

活動内容、今後について

農業振興課　農政チーム　☎ 0997-65-3692

問い合わせ先
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○ お問い合わせ先
　 奄美群島国立公園管理官事務所（奄美大島・喜界島・与論島）　☎ 0997-55-8620

　 大島支庁総務企画課商工観光係　☎ 0997-57-7215

　 喜界町役場企画観光課　☎ 0997-65-3683

○ 環境省及び県のホームページ（検索方法）
　 環境省ホームページ→日本の国立公園→奄美群島国立公園→概要・計画書

　 鹿児島県庁ホームページ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可 申請書・届出書様式

国立公園内での行為について
～国立公園内での開発行為等については、手続きが必要です～

　奄美群島地域は、自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・休養・教化
に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。
　国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制され
ています。国立公園内において、次のような開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可申請・
届出の手続きが必要となります。

○ 手続きの必要な行為（一例）

○ 許可申請・届出の手続き
  （１）申請・届出の様式
　・様式、必要な添付書類、記載要領については、県のホームページに掲載されています。
  （２）標準的な処理期間
　・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）
  （３）注意事項
　・ 行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違いにより手続き等に違いがあること、また、行為

の場所や内容によっては、許可ができない場合もあることから、事前に奄美群島国立公園管理事
務所、徳之島管理官事務所又は大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場に御相談ください。

　・自分の所有地でも、国立公園内での行為においては、手続きが必要となります。

○ 違反行為について
　　自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行為等については罰則が設けられています。

第1種
特別
地域

①工作物（建築物を含む）の新築増築

②木竹の伐採

③鉱物や土石の採取

④広告物の掲出

⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等）

⑥開墾・土地の形状変更

⑦屋根・壁面の色彩の変更

⑧指定動物の採取　　　　　　など

第 2 種
特別
地域

第 3 種
特別
地域

普通
地域

①一定規模以上の工作物の新改増築

（建築物高さ13 ｍ又は延面積1000 ㎡、

鉄塔高さ 30 ｍ、送水管長さ 70 ｍ）

②鉱物や土石の採取

③広告物の掲出

④土地の形状変更　　　　　　など

海域
公園
地区

①工作物の新改増築

②鉱物や土石の採取

③広告物の掲出

④海底の形状変更

⑤物の係留

（以上漁業に必要なもの除く）

⑥海面の埋立・干拓　　　　　など

特別
保護
地区

特別地域の規制に加えて

①木竹の損傷

②木竹の植栽

③家畜放牧

④野外での物の集積・貯蔵

⑤火入れ・たき火

⑥動植物の捕獲殺傷

⑦落葉・落枝の採取、 　　 　　など
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 46№ 46

喜
界
島
で
草
舟
制
作
の

喜
界
島
で
草
舟
制
作
の

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
で

は
、
太
古
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
喜

界
島
に
辿
り
着
い
た
の
か
？
を
実
証

す
る
た
め
に
3
月
23
日
（
水
）・
24

日
（
木
）
の
2
日
間
で
、
草
舟
の
制

作
第
一
弾
を
実
施
し
ま
す
。
国
立
科

学
博
物
館
が
台
湾
～
八
重
山
諸
島
間

で
行
っ
た
『
3
万
年
前
の
航
海
徹
底

再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
舟
の
監
修

を
し
た
冒
険
家
・
石
川
仁
氏
、
南
山

大
学
・
後
藤
明
教
授
を
ゲ
ス
ト
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
草
舟
を
制
作
し

て
喜
界
島
No.
１
ビ
ー
チ
で
あ
る
ス
ギ

ラ
ビ
ー
チ
に
舟
を
浮
か
べ
乗
船
す
る

予
定
で
す
。

　

今
回
は
喜
界
島
に
あ
る
ス
ス
キ
な

ど
の
資
源
で
舟
が
で
き
る
か
を
実
証

し
ま
す
。
喜
界
島
に
は
木
材
と
な
る

よ
う
な
大
き
な
木
が
存
在
し
な
い
た

め
、
草
舟
も
海
を
渡
る
一
つ
の
手
段

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
喜
界

島
に
自
生
し
て
い
る
ス
ス
キ
や
ネ
ピ

ア
グ
ラ
ス
、
竹
な
ど
を
舟
の
材
料
と

し
て
想
定
し
、
か
つ
て
の
人
類
の
資

源
利
用
の
実
証
を
試
み
ま
す
。

　

現
在
、
ス
ス
キ
や
ネ
ピ
ア
グ
ラ
ス

を
探
し
て
刈
り
取
り
＆
乾
燥
中
で

す
。
草
舟
は
人
間
の
移
動
に
と
ど
ま

ら
ず
草
に
紛
れ
た
微
生
物
や
菌
な
ど

の
生
態
系
も
運
べ
る
不
思
議
な
乗
り

物
で
す
。
草
船
の
制
舟
の
制
作
を
通

し
て
喜
界
島
の
歴
史
や
考
古
学
、
人

類
学
、
自
然
な
ど
の
資
源
利
用
に
つ

い
て
参
加
者
全
員
で
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
に
太
平
洋
航
海
を
控

え
た
石
川
仁
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
喜
界

島
の
皆
様
の
草
舟
制
作
・
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！
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有料広告

農地 （畑） 購入 ・ 農地借り受け募集中
（合同会社 『大地の恵』 代表　加島 直）

町民の皆様のお陰様 ・ ご協力で農地の購入をさせて頂き５名の従業員を雇用し、 喜界町

の基幹産業である農業、 『サトウキビ栽培』 や 『かぼちゃ』、 『白ごま』 の栽培をさせて頂いて

おります。 これからも微力ながら喜界町の農業振興発展に努力していきたいと思います。 農地

購入については面積が２０㌃ （２反） 以上、 借り受け農地についても２０㌃ （２反） 以上を希

望いたします。

　【連絡先】

　●合同会社 『大地の恵』 代表社員 加島 直 （荒木 295 番地） ☎０９０- ５７０３- ５５９５

　●合同会社 『大地の恵』 執行委員 重野 泰介 （湾 299-5 番地） ☎０９０- ４７７０- ９３０８

連
載
「
ジ
オ
と
喜
界
島
」

第
8
回
　

「
ジ
オ
と
未
来
」

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所　

新
川
奈
緒

　

最
終
回
で
は
、
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

（
以
下
「
サ
ン
ゴ
研
」
と
い
い
ま
す
。）
の
渡
邊
剛

理
事
長
に
「
ジ
オ
（
大
地
）
と
未
来
」
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

―
渡
邊
さ
ん
が
感
じ
た
喜
界
島
の
ジ
オ
と
は
？
―

渡
邊
：
喜
界
島
の
全
て
が
ジ
オ
！
日
々
ジ
オ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
島
を
歩
け
ば
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣
や

大
地
か
ら
湧
き
出
る
水
を
見
て
、
海
・
サ
ン
ゴ
と

の
関
係
性
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
を
持
っ
た
集
落
が
沢
山
あ
り
ま
す
よ

ね
。
そ
ん
な
風
に
自
然
・
文
化
が
混
じ
り
合
っ
て

存
在
す
る
喜
界
島
自
体
が
ジ
オ
で
あ
り
、
そ
れ
ら

は
サ
ン
ゴ
と
い
う
１
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。

―
そ
ん
な
豊
か
な
喜
界
島
と
、
サ
ン
ゴ
研
は
今
後

ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
？
―

渡
邊
：
島
の
皆
様
と
一
緒
に
未
来
を
考
え
て
い
き

た
い
し
、
島
と
外
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
な
り
た
い

で
す
。
僕
が
喜
界
島
に
初
め
て
訪
れ
た
7
年
前
に

衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
研
究
者
に
と
っ
て
喜
界
島

は
サ
ン
ゴ
礁
研
究
の
聖
地
に
も
関
わ
ら
ず
、
島
の

人
た
ち
に
あ
ま
り
研
究
成
果
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
サ
ン
ゴ
研
と
活
動
す
る
こ
と
で
、

島
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
我
々
は
「
演
劇
」
で
研
究
成
果
を
表
現

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
と
研
究
者
を
つ
な
ぐ
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
若
者
が
「
ク
ー
ル
だ
！
」

と
思
う
も
の
を
作
り
た
い
で
す
し
、
そ
ん
な
活
動

を
通
し
て
島
の
こ
と
を
知
り
、『
喜
界
島
っ
て
素
晴

ら
し
い
ん
だ
！
』
と
感
じ
る
心
を
次
世
代
に
託
し

た
い
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
誇
り
に
つ
な
が
っ

て
、
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
残
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
。

―
「
１
０
０
年
後
に
残
す
」
が
サ
ン
ゴ
研
の
理
念

で
す
が
、
将
来
、
喜
界
島
は
ど
ん
な
島
に
な
っ
て

い
て
ほ
し
い
で
す
か
？
―

渡
邊
：
喜
界
島
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
新

し
い
こ
と
を
発
見
し
ま
す
。そ
ん
な
面
白
さ
が
ず
っ

と
残
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
島
の
人
は

何
千
年
も
前
か
ら
、
持
続
的
に
、
ま
た
自
立
的
に

生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
つ
か
み
所
の
な
い
未
来

の
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、
喜
界
島
に
い
る
と
『
大

丈
夫
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
』
な
ん
て
思
え
ま
す
。

サ
ン
ゴ
研
、
そ
し
て
喜
界
島
が
、
未
来
を
考
え
続

け
る
人
が
集
う
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

喜
界
島
の
素
晴
ら
し
い
自
然
（
ジ
オ
）
と
文
化

を
１
０
０
年
後
に
も
残
し
ま
し
ょ
う
！
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①介護職員 /正 : 月給 15 万円

～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

①介護職員 /正社員 : 月給 152,000 円～ 251,100 円　パート : 時給 851 円～ 870 円

※別途夜勤手当 5,000 円 /1 回

②調理員 /契約社員 : 月給 141,212 円　パート : 時給 821 円～ 900 円　　　

③施設長補佐 /正社員 : 月給 231,000 円～ 248,000 円

④清掃洗濯員 /パート : 時給 821 円～

業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度 /

合同研修など教育充実 /キャリアパス制度 /

退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A. 7:00~16:00 　B.10:00~19:00

　C.13:00~22:00    D.22:00~7:00

②A. 6:00~15:00 　B.8:00~17:00

　C.10:30~19:30 

③8:30 ～ 17:30     ④8:30 ～ 17:30

有料広告

有料広告
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＊ 1 歳になりました＊

岩城　岩城　凜凜
り ん かり ん か

佳佳 ちゃんちゃん

　『お兄ちゃん』と『食べること』が大
好きな凛佳ちゃん♡
　転びながらもお兄ちゃんを追いかける
姿や、歯が無いのに大好きなおせんべい
を上手に食べる姿に『生きる力』って凄
い！と日々感動です。
　そのド根性と素敵な笑顔でこれからも
元気に育って下さい。

（父 佳幸・母 恵美）（父 佳幸・母 恵美）

松久保　松久保　結結
ゆ い かゆ い か

楓楓ちゃんちゃん

　１歳のお誕生日おめでとう♡
　毎日かわいい笑顔や仕草でパパとママ
を癒してくれてありがとう☆彡
　大きなケガや病気をする事なく、元気
に一年過ごせたね♡
　これからもたくさん笑って、いっぱい
遊んですくすく育ってね☆彡
　生まれてきてくれてありがとう♡
　パパもママもゆいかが大好きだよ♡

（父 亮・母 絵莉香）（父 亮・母 絵莉香）

【白水】【白水】 【湾】【湾】

中
井
　

隆

中
原  

秀
樹

齋
藤  

茂

開  

陽
子

佐
藤  

洋
一

森
田  

和
義

入
倉  

満

井
上  

欣
也

堀
江  

規
之

岡
本  

樹

三
村  

大
悟

川
又  

寛
三

本
田  

尚
典

髙
久  

多
美
男

川
野  

宣
二

吉
澤  

一
郎

奥
田  

和
仁

宇
田  

朋
子

平  

仁
司

前
川  

泰
孝

次
呂
久  

英
臣

田
場  

剛

池
端  

哲
彦

櫻
井  

京
子

永
井  

思
世

新
田  
成
人

兵
庫
県
西
宮
市

神
奈
川
県
横
浜
市

新
潟
県
村
上
市

東
京
都
練
馬
区

千
葉
県
流
山
市

東
京
都
府
中
市

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

神
奈
川
県
横
浜
市

京
都
府
京
都
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
武
蔵
野
市

大
阪
府
松
原
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
渋
谷
区

東
京
都
千
代
田
区

東
京
都
大
田
区

兵
庫
県
神
戸
市

神
奈
川
県
小
田
原
市

島
根
県
松
江
市

岐
阜
県
大
垣
市

長
野
県
上
田
市

千
葉
県
四
街
道
市

北
海
道
札
幌
市

京
都
府
宇
治
市

兵
庫
県
尼
崎
市

神
奈
川
県
横
浜
市

川
畑  

俊
貴

高
斉  

千
秋

高
橋  

恭
一

伊
藤  

裕
基

コ
ッ
ト
ン  

ラ
ン
ダ
ル

福
村  

力
俊

山
下  

利
満

鳳
京  

準

井
上  

慎
一
郎

菅
家  

尚
美

斉
藤  

宏
之

竹
中  

哲
次

稲
留  

亨

藤
森  

由
香

福
岡  

裕
美

千
葉  

宏
一

石
本  

浩
一

安
齊  

秀
崇

角
田  

弘
之

松
井  

信
博

梅
林  

義
彦

太
田  

義
仁

熊
谷  

和
文

細
谷  

佳
津
年

渡
辺  

太
郎

河
合  

英
夫

京
都
府
京
都
市

千
葉
県
市
川
市

神
奈
川
県
厚
木
市

千
葉
県
松
戸
市

岐
阜
県
各
務
原
市

福
岡
県
宗
像
市

福
岡
県
糸
島
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

茨
城
県
守
谷
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

千
葉
県
千
葉
市

福
岡
県
福
岡
市

沖
縄
県
浦
添
市

京
都
府
京
都
市

千
葉
県
市
原
市

神
奈
川
県
大
和
市

徳
島
県
徳
島
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
文
京
区

大
阪
府
枚
方
市

山
口
県
山
口
市

大
阪
府
八
尾
市

埼
玉
県
久
喜
市

東
京
都
千
代
田
区

静
岡
県
浜
松
市

東
京
都
町
田
市

ふるさと納税　ご芳名ふるさと納税　ご芳名
（敬称略）

R4.1.17 ～ 2.15 申込分

・寄付者合計　545 名

・広報掲載希望　 52 名
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（
敬
称
略
）

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

源
久
　

ハ
ツ
エ

矢
竹
　

昭
寛

上
村
　

初
枝

近
藤
　

文
昭

川
島
　

富
雄

原
田
　

カ
ナ

（
95
才
・
城
久
）

（
94
才
・
羽
里
）

（
95
才
・
志
戸
桶
）

（
48
才
・
志
戸
桶
）

（
95
才
・
湾
）

（
99
才
・
手
久
津
久
）

   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

も
、
島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
・
出
生
届
・
死
亡
届
）
を

さ
れ
た
方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載

さ
れ
ま
せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
民
税
務
課
戸
籍

係
（
☎
65
ー
３
６
８
７
）
へ
直

接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

南
　

陽ひ

お

と

和
翔
（
勇
人
・
赤
連
）

和
田
　

望の
の
か叶

（
大
暉
・
上
嘉
鉄
）

<

萌
葉
会>

瑞
々
し
い
蕾
三
本
開
き
そ
う　

手
に
確
か
め
ど
鮮
や
か
な
夢

波
し
ぶ
き
磯
に
砕
け
て
強
風
を　

あ
お
り
て
鳥
は
群
れ
な
し
飛
び
ぬ

ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
レ
シ
ピ
見
い
つ
つ
初
挑
戦　

出
来
ば
え
何
と
び
っ
く
り
仰
天

真ま

み
ど
り
に
茹
で
て
小
鉢
の
菜
の
花
は　

少
し
ほ
ろ
苦
春
ま
だ
遠
く

波
寄
せ
る
岩
場
の
人
は
海の

り苔
摘
み
て　

幾
年
前
の
我
が
身
浮
か
び
た
つ

真
夜
中
に
ア
ラ
ー
ト
音
鳴
り
動
揺
し　

津
波
警
報
の
避
難
指
示
あ
り

こ
と
わ
ざ
は
人
の
噂
も
七し

ち
じ
ゅ
う
ご
に
ち

十
五
日　

今
ス
マ
ホ
と
言
う
情
報
の
海

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

叶　

啓
子

弘
岡　

稲
子

  

氏　
　

名　

    

住
所

奥
野
　

樹
（
中
里
）

藤
原
　

智
美
（
塩
道
）

喜界町の住民基本台帳人口
（令和４年３月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,740 戸（3）

人 口  ・・・・ 6,722 人（▲ 7）

男   ・・・・ 3,331 人（▲４）

女   ・・・・ 3,391 人（▲ 3）
（　）は前月比、▲はマイナス

納付をお忘れなく！（3月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・

後期高齢者保険料 各６期

【使用料】３月分上下水道使用料・公

営住宅使用料・保育料　税及び使用料

の納付は 3/31まで

＊ 口座振替をされている方は、残高の確
認をお忘れなく！

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

  

氏　
　

名　

    

住
所

川
島
　

ユ
キ
エ

源
久
　

幸
一

上
村
　

明
和

近
藤
　

光
枝

原
田
　

利
一

上
田
　

花
子

初
　

秀
樹

湾城
久

志
戸
桶

志
戸
桶

手
久
津
久

花
良
治

赤
連

岩
　

歩
（
先
山
）

登
　

青
野
（
荒
木
）

高
山
　

龍
夜
（
志
戸
桶
）

川
崎
　

志
穂
（
志
戸
桶
）

上
田
　

茂

山
口
　

英
夫

秋
田
　

一
明

神
田
　

セ
キ
子

田
畑
　

勝
藏

（
93
才
・
花
良
治
）

（
80
才
・
塩
道
）

（
95
才
・
上
嘉
鉄
）

（
99
才
・
小
野
津
）

（
85
才
・
小
野
津
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
．３

Ｖ
ｏｌ．６

５
７

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和 4 年 4 月１日～ 4 月 30 日迄）

■　

編　

集　

後　

記　

■

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合せください。

　

つ
い
に
3
月
号
で
す
。
こ
れ
が
配
付
さ
れ
る
頃
は
、
役

場
内
は
異
動
話
で
盛
り
上
が
っ
て
る
頃
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

去
年
の
今
頃
、勝
手
に
〝
異
動
は
な
い
〝
と
思
っ
て
い
て
、

異
動
表
を
〝
こ
の
人
あ
っ
ち
に
異
動
か
ぁ
〝
な
ん
て
ゆ
っ

た
り
見
て
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
自
分
の
名
前
が
載
っ
て
い

て
〝
は
!?
企
画
!?
〝
っ
て
な
り
、
そ
こ
か
ら
数
日
「
広
報

じ
ゃ
や
（
笑
）」
っ
て
い
う
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
お
そ
ら
く
動
か
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
年
1
回
の
席

替
え
は
誰
が
出
て
誰
が
来
る
の
か
、
ど
う
配
置
さ
れ
る
の

か
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
み
で
す
。

2
月
4
日
に
行
わ
れ
た
喜
界
小
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
で
、

児
童
に
伴
走
し
た
り
声
か
け
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う

依
頼
を
受
け
て
、
日
頃
か
ら
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
私
含

め
4
人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
校
庭
を
発
着
す
る
コ
ー
ス
の
中
の
敷
地
外
を

伴
走
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
横
に
つ
い
て
走
る
と
子

ど
も
た
ち
は
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
、「
前
の
子
に
ち
ょ
っ
と
ず

つ
追
い
つ
こ
う
か
」
と
言
う
と
本
当
に
追
い
つ
い
て
、
後

は
複
数
人
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
た
子
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
あ
る
男
の
子
の
横
に
つ

い
て
走
り
始
め
た
ら
、
そ
の
子
が
「
お
願
い
し
ま
す
」。

　

島
は
素
直
で
良
い
子
ば
か
り
で
す
♪

　

初
の
試
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
や
っ
て
て
凄
く
楽
し

か
っ
た
し
、
沿
道
で
応
援
し
て
い
た
保
護
者
か
ら
も
後
日

「
良
か
っ
た
よ
～
」
な
ん
て
言
っ
て
頂
け
た
の
で
、
需
要
と

依
頼
が
あ
れ
ば
次
も
あ
っ
て
も
い
い
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
て

い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
も
、
無
理
し・

・
・

す
ぎ

な・
・い

程
度
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

●おはなし会
【14:00】

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

●休館日 ●内科診療
（６日まで）
【診療 8:30】

●資料休館日 ●おはなし会
【14:00】

10 11 12 13 14 15 16

●内科診療
（13 日まで）
【診療 8:30】

●休館日 ● 3 か月・7 カ
月児健診、1 歳
歯科検診

【すこ 13:00】

青少年育成の日
●おはなし会

【14:00】

17 18 19 20 21 22 23

家庭の日 ●休館日
●母子相談

【子育 11:00】

●おはなし会
【14:00】

24 25 26 27 28 29 30
●内科診療

（27 日まで）
【診療 8:30】

●休館日 昭和の日 ●子どもの日
おはなし会

【14:00】
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